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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ルではほぼ横ばいでの推移となった一方、対円では下

落しました。またトルコの2年国債金利は上昇しました。

11月の経常収支は市場予想をやや上回る赤字額と

なったものの、市場への影響は限定的となりました。

また米国が海外安全情報でトルコを渡航の再検討を

促す「レベル3」に分類したこと受けて、トルコ外務省は

12日（現地、以下同様）にトルコ国民に対して米国への

渡航に関する警告を発令しました。

トルコ金融市場では、円高米ドル安の流れが続く中、

トルコ・リラは対米ドルではほぼ横ばいでの推移となっ

たものの、対円では下落しました。また債券市場でも特

段大きな材料が無い中、2年国債金利は小幅に上昇し

ました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は金融政策決定会合が予定されています。事

前の市場予想では後期流動性貸出金利を含めた主

要政策金利は全て据え置かれる見込みとなっていま

す。足元のトルコ・リラが落ち着いた動きを見せている

ことから、金融政策を据え置き、引き続き金融引き締め

姿勢を維持すると考えます。

またエルドアン大統領は14日に、シリアのクルド人勢

力PYD（民主連合）が掌握するシリア北西部への軍事

作戦を近日中に実施することを示唆しており、地政学

リスクの高まりには注意が必要です。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2018年1月6日～2018年1月12日までの推移】

（2017年12月15日～2018年1月12日）

【トルコ 金利推移】
（2017年12月15日～2018年1月12日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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